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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年７月期 66,901 28.3 8,045 12.6 6,816 1.8 4,341 △1.0

2023年７月期 52,159 △16.9 7,147 △29.8 6,697 △27.1 4,387 △24.0

（注）包括利益 2024年７月期 4,018百万円 （△2.7％） 2023年７月期 4,129百万円（△28.1％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2024年７月期 148.11 － 10.9 4.8 12.0
2023年７月期 149.41 149.30 11.8 5.2 13.7

（参考）持分法投資損益 2024年７月期 △7百万円 2023年７月期 552百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2024年７月期 142,557 41,170 28.8 1,400.70
2023年７月期 138,821 38,477 27.7 1,314.43

（参考）自己資本 2024年７月期 41,105百万円 2023年７月期 38,455百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2024年７月期 △977 △2,696 △301 24,306

2023年７月期 △22,790 △3,609 17,859 28,274

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年７月期 － 0.00 － 25.00 25.00 731 16.7 2.0

2024年７月期 － 25.00 － 50.00 75.00 2,201 50.6 5.5

2025年７月期（予想） － 0.00 － 27.00 27.00 15.8

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 75,650 13.1 9,930 23.4 7,930 16.3 5,000 15.2 170.38

１．2024年７月期の連結業績（2023年８月１日～2024年７月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2024年７月期　中間配当金の内訳　特別配当25円00銭
　　　2024年７月期　期末配当金の内訳　普通配当26円00銭　特別配当24円00銭

３．2025年７月期の連結業績予想（2024年８月１日～2025年７月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年７月期 29,356,700株 2023年７月期 29,259,200株

②  期末自己株式数 2024年７月期 10,142株 2023年７月期 2,445株

③  期中平均株式数 2024年７月期 29,315,303株 2023年７月期 29,365,217株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2024年７月期 63,050 29.4 7,430 14.8 7,630 46.8 5,346 78.4

2023年７月期 48,725 △17.7 6,474 △33.7 5,197 △41.6 2,995 △44.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2024年７月期 182.37 －

2023年７月期 102.02 101.95

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2024年７月期 136,394 38,509 28.2 1,312.23
2023年７月期 133,256 34,974 26.2 1,195.44

（参考）自己資本 2024年７月期 38,509百万円 2023年７月期 34,974百万円

※  注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更：有

新規　１社　（社名）MLF投資事業有限責任組合、除外　－社　（社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

2024年７月期の個別業績（2023年８月１日～2024年７月31日）

（２）個別財政状態

＜個別業績の前期実績値との差異理由＞

　物流投資事業において売却をしました当社開発物件の規模が前期よりも大きいこと及び子会社からの配当金の発生に

より、前事業年度と当事業年度の実績値の間に差異が生じております。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
　また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想
のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況 
②今後の見通し」をご覧ください。

　（決算説明会について）

　当社は、2024年９月17日に機関投資家・アナリスト向け決算説明会を開催予定です。
　この説明会の動画については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

①　当期の経営成績

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症流行の社会的抑制が緩和されたことで個人消

費が回復し、またインバウンド需要の回復とあわせて持ち直しの動きが見られました。しかしながら、ウクライナ

や中東情勢等の地政学的リスク及び各国の金融政策の変更等により、依然として先行き不透明な状況にあります。

　EC市場は堅調に拡大をしており、物流施設への旺盛な需要が継続しております。物流不動産の売買市場につきま

しても、引き続き好調で、纏まった面積を有する物流施設の開発用地は仕入れ競争が過熱しております。投資効率

を優先するあまり、テナントの使い勝手を軽視した物流施設も散見されており、物流不動産の供給増と併せ、今後

は物流施設の二極化が進むものと捉えております。

　また、金利上昇がJ-REIT全般に不透明感を与えております。現物不動産市況には、まだ影響を与えていないもの

の、不動産・J-REIT市場を今後も注視し、国内における投資を進めてまいります。

　このような事業環境のもと、不動産管理事業セグメントでは、中小型倉庫のマスターリース事業の強化を継続的

に進めております。オーナー、不動産仲介会社及び金融機関等との連携を強化し、既存の中小型倉庫の取得と土地

の有効活用によるマスターリース付きの新築倉庫の建築提案を通じてマスターリース事業の面積の拡大を図ってま

いります。

　物流投資事業セグメントでは、今中期経営計画期間に売却予定の物件の総額は、コミットメント額である2,000

億円を超え、2,100億円に達する見込みであり、次の中期経営計画である2027年７月期以降の売却案件の優良な開

発素地の仕入れに注力しております。広島市が実施する「広島市中央卸売市場新中央市場整備事業」において、余

剰地活用事業者として参画し、市場内余剰地において市場機能の活性化・効率化にも資する大型物流施設を開発し

ていく予定です。物流投資事業は、キャピタルゲインを確保するだけでなく、アセットマネジメント事業及び不動

産管理事業のストック収益基盤を拡大する成長ドライバーでもありますので、中期的な優良案件の獲得を目指して

まいります。

　アセットマネジメント事業セグメントでは、私募ファンドを運営する連結子会社のストラテジック・パートナー

ズ株式会社が、私募リート「CREインダストリアルアセット投資法人」（以下、「本投資法人」といいます。）を

設立し、2024年６月５日に運用を開始しました。

　当社グループは、2021年９月９日に「第２次中期経営計画」を発表し、さらなる成長のため、アセットマネジメ

ント事業の施策の一つとして、「中・小型倉庫私募リートの組成」を掲げ準備を進めてまいりました。今般運用を

開始いたしました本投資法人は、当社がマスターリース事業で特に強みを有する延床面積5,000㎡未満の中小型倉

庫を中心とする産業用不動産を投資対象としており、当社がマスターリースする物件を組み入れることにより当社

グループのストックビジネスの事業基盤の拡大に寄与すると同時に、企業規模にとらわれない幅広い業種からの賃

借ニーズに応える中小型倉庫の受け皿を担うことで、日本の物流業界の発展を支えることを目的としております。

　なお、本投資法人は、当社がマスターリースする18物件、資産規模約100億円で運用を開始し、ポートフォリオ

のバランスに配慮しつつ、３～５年後を目途に300億円程度への資産規模の成長を目指してまいります。

　海外事業セグメントでは、インドネシアにおいて１号案件が2024年７月に竣工し、２号及び３号案件として、マ

ルチ型物流施設の開発用地の売買契約を締結いたしました。ベトナムにおいては、開発を進めていた２案件で６棟

が竣工し、ベトナムでの開発棟数は10棟、総賃貸面積は13万㎡になりました。経済成長の著しい東南アジアでの事

業展開を今後も積極的に推進してまいります。

　EC市場の拡大とは対比的にトラックドライバーは減少しております。国内生産年齢人口の減少に加え、物流業界

における2024年問題と、物流を取り巻く環境は大きく変化しております。当社としましては、この事業環境の中、

さらに付加価値の高いサービスを提供し、顧客の発展に貢献することを目指し、物流インフラプラットフォームの

実現を事業ビジョンに掲げております。そのため、物流不動産に係るサービスに加え、物流施設内の管理システム

及びロボティクス対応、配送マッチングプラットフォームや人材採用サポートなど、様々なソリューションを提供

する企業グループへの成長を目指してまいります。

　当連結会計年度の事業活動の結果、売上高66,901百万円（前年同期比28.3％増）、営業利益8,045百万円（前年

同期比12.6％増）、経常利益6,816百万円（前年同期比1.8％増）、事業利益（注）8,250百万円（前年同期比2.8％

増）、親会社株主に帰属する当期純利益4,341百万円（前年同期比1.0％減）となりました。

　なお、当連結会計年度より、持分法適用関連会社の損益及びＭ＆Ａに伴う償却を考慮し、経営判断の客観的指標

として「事業利益」を導入いたしました。「事業利益」の算定方法は下記のとおりです。

（注）事業利益又は損失(△)＝営業利益又は損失(△)＋持分法投資損益＋のれん償却費(連結子会社・持分法適用

会社)＋事業投資による損益
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　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　なお、当連結会計年度より、ストックビジネスとフロービジネスを明確にするため、また、海外ビジネスの事業

の位置づけを明確にするため、報告セグメントを従来の「不動産管理事業」、「物流投資事業」及び「アセットマ

ネジメント事業」の３区分から「不動産管理事業」、「物流投資事業」、「アセットマネジメント事業」及び「海

外事業」の４区分に変更しております。また、持分法適用関連会社の損益を考慮し、報告セグメントごとの利益又

は損失の算定方法を変更しております。変更後の報告セグメントごとの利益又は損失の算定方法は下記のとおりで

す。

セグメント利益又は損失(△)＝営業利益又は損失(△)＋持分法投資損益

　前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分及び変更後の報告セグメントごとの利益又

は損失の算定方法に基づき作成したものを開示しております。

＜不動産管理事業＞

　不動産管理事業につきましては、高稼働を維持しつつ収益性の向上を目指した結果、2024年７月末時点での管理

面積は約202万坪となりました。マスターリース物件が前期に引き続き高い稼働率を維持したこと、管理面積が堅

調に推移したことから、安定的に収益が計上されました。その結果、売上高は23,106百万円（前年同期比0.9％

減）、セグメント利益は1,925百万円（前年同期比9.5％増）となりました。

＜物流投資事業＞

　物流投資事業につきましては、当社開発物件である「ロジスクエア伊丹」、「ロジスクエア一宮」、「ロジスク

エア厚木Ⅰ」、「ロジスクエア掛川」及び「ロジスクエア福岡小郡」を売却いたしました。その結果、売上高は

39,723百万円（前年同期比58.1％増）、セグメント利益は6,610百万円（前年同期比15.6％増）となりました。

＜アセットマネジメント事業＞

　アセットマネジメント事業につきましては、ＣＲＥロジスティクスファンド投資法人と私募ファンドの2024年７

月末時点での受託資産残高は340,196百万円となりました。これにより、アセットマネジメントフィー等が順調に

計上されたことに加え、「CREインダストリアルアセット投資法人」を組成したことによるアレンジメントフィー

等を計上いたしました。その結果、売上高は1,644百万円（前年同期比7.4％増）、セグメント利益は1,028百万円

（前年同期比6.9％増）となりました。

＜海外事業＞

　海外事業につきましては、東南アジアで共同パートナーとともに開発物件の土地取得、リーシング及び建設を進

めているところであり、売上高は42百万円（前年同期比16.1％増）、セグメント損失は374百万円（前年同期は100

百万円のセグメント損失）となりました。

②　今後の見通し

　次期につきましては、フロービジネスである開発物件の売却を成長ドライバーに不動産管理受託面積とアセット

マネジメント受託資産残高を拡大させてストックビジネスの着実な成長を図ります。また、海外事業の加速とアラ

イアンス先企業との協業による収益機会の多様化を図り、物流不動産の提供にとどまらず、物流を支えるすべての

サービスの基盤となる仕組みである“物流インフラプラットフォーム”の構築をより強く推進し、事業ビジョンで

ある“世界の人とモノをつなぐ物流インフラプラットフォームとしてNO.１企業グループ”を目指します。

　これにより、売上高75,650百万円、営業利益9,930百万円、経常利益7,930百万円、事業利益10,030百万円、親会

社株主に帰属する当期純利益5,000百万円を見込んでおります。
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（２）当期の財政状態の概況

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当連結会計年度末における流動資産は111,141百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,483百万円増加いたしま

した。これは主に仕掛販売用不動産が21,420百万円、現金及び預金が3,966百万円、未収消費税等が2,071百万円減

少した一方、販売用不動産が22,849百万円、前渡金が6,610百万円増加したことによるものであります。固定資産

は31,396百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,245百万円増加いたしました。これは主に関係会社長期貸付金

が2,013百万円、無形固定資産のその他が259百万円増加したことによるものであります。繰延資産は19百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ７百万円増加いたしました。これは社債発行費が７百万円増加したことによるもので

あります。

　この結果、総資産は142,557百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,735百万円増加いたしました。

（負債）

　当連結会計年度末における流動負債は39,373百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,015百万円増加いたしま

した。これは主に買掛金が3,571百万円減少した一方、１年内償還予定の社債が3,000百万円、１年内返済予定の長

期借入金が2,745百万円、未払法人税等が1,293百万円、未払消費税等が276百万円、流動負債のその他が129百万円

増加したことによるものであります。固定負債は62,012百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,974百万円減少

いたしました。これは主に長期借入金が2,542百万円、社債が1,000百万円減少した一方、受入敷金保証金が614百

万円増加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は101,386百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,041百万円増加いたしました。

（純資産）

　当連結会計年度末の純資産は41,170百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,693百万円増加いたしました。こ

れは主に、親会社株主に帰属する当期純利益4,341百万円の計上と配当金1,465百万円の支払に伴い利益剰余金が

2,875百万円増加したことによるものであります。

②　キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、24,306百万円となり、前連結会計

年度末と比べ3,968百万円減少となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、977百万円の資金使用（前年同期比95.7％減）となりました。これは主に、税金等調整前当期

純利益6,764百万円により資金が増加し、一方で前渡金の増加6,610百万円、法人税等の支払1,315百万円により資

金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、2,696百万円の資金使用（前年同期比25.3％減）となりました。これは主に、関係会社貸付け

による支出1,772百万円、有価証券及び投資有価証券の取得による支出868百万円、有形固定資産の取得による支出

86百万円により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、301百万円の資金使用（前年同期は17,859百万円の資金獲得）となりました。これは主に、長

期借入金の返済による支出31,940百万円により資金が減少し、一方で長期借入れによる収入31,236百万円、短期借

入れによる収入330百万円により資金が増加したことによるものであります。
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2020年７月期 2021年７月期 2022年７月期 2023年７月期 2024年７月期

自己資本比率（％） 28.5 26.9 30.6 27.7 28.8

時価ベースの自己資本比率
（％）

51.5 41.9 41.8 29.2 32.9

キャッシュ・フロー対有利
子負債比率（年）

3.2 － 3.5 － －

インタレスト・カバレッ
ジ・レシオ（倍）

40.7 － 51.9 － －

（キャッシュ・フロー関連指標の推移）

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象とし

ております。

（注５）2021年７月期、2023年７月期及び2024年７月期の「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」及び「イン

タレスト・カバレッジ・レシオ」については、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載してお

りません。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、配当と自己株式取得を合わせた総還元性向の目標を毎期30％を下限とし、50％を目標としております。

また、安定した期末配当の継続に加え、自己株式取得または特別配当を通じた機動的な株主還元により、積極的な

株主還元を実施してまいります。なお、期末配当については累進配当を行うことを目指します。

　当期の期末配当につきましては、業績状況及び財政状態を勘案し、直近予想のとおり、普通配当26円に特別配当

24円を加え、1株当たり50円の期末配当を実施いたします。これにより、すでに実施している中間配当(1株当たり

25円の特別配当)を含めた年間配当は、1株当たり75円となります。また、2025年7月期の期末配当は1株当たり27円

を予定いたします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準で連結財務諸表を

作成しております。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、株主構成及び国内の同業他社の動向等を踏まえ、適切に対応してい

く方針であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年７月31日)

当連結会計年度
(2024年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,292 24,325

受取手形、売掛金及び契約資産 1,322 999

完成工事未収入金 305 330

販売用不動産 16,214 39,063

仕掛販売用不動産 58,588 37,168

前渡金 1,037 7,647

前払費用 1,501 1,396

未収消費税等 2,087 15

その他 317 252

貸倒引当金 △9 △58

流動資産合計 109,658 111,141

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,590 4,476

減価償却累計額 △2,158 △2,362

建物及び構築物（純額） 2,432 2,113

機械装置及び運搬具 49 64

減価償却累計額 △47 △47

機械装置及び運搬具（純額） 2 17

工具、器具及び備品 281 301

減価償却累計額 △197 △226

工具、器具及び備品（純額） 84 75

土地 4,770 4,435

リース資産 517 567

減価償却累計額 △354 △390

リース資産（純額） 162 177

建設仮勘定 15 10

有形固定資産合計 7,467 6,829

無形固定資産

のれん 636 424

その他 272 531

無形固定資産合計 908 955

投資その他の資産

投資有価証券 10,560 10,491

関係会社長期貸付金 1,184 3,197

破産更生債権等 150 207

長期前払費用 789 1,030

繰延税金資産 135 523

敷金及び保証金 7,999 8,259

その他 106 107

貸倒引当金 △150 △207

投資その他の資産合計 20,774 23,611

固定資産合計 29,150 31,396

繰延資産

社債発行費 12 19

繰延資産合計 12 19

資産合計 138,821 142,557

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年７月31日)

当連結会計年度
(2024年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,412 5,840

工事未払金 510 341

短期借入金 360 300

１年内返済予定の長期借入金 20,389 23,134

１年内償還予定の社債 － 3,000

リース債務 60 71

未払法人税等 299 1,592

未払消費税等 51 327

預り金 1,274 1,520

前受収益 1,970 2,041

賞与引当金 381 415

役員賞与引当金 295 330

転貸損失引当金 22 －

工事損失引当金 7 5

その他 323 452

流動負債合計 35,357 39,373

固定負債

社債 3,000 2,000

長期借入金 51,946 49,403

リース債務 248 231

繰延税金負債 0 0

債務保証損失引当金 37 39

転貸損失引当金 2 －

退職給付に係る負債 281 264

資産除去債務 299 302

受入敷金保証金 8,899 9,513

匿名組合出資預り金 － 1

その他 269 255

固定負債合計 64,986 62,012

負債合計 100,344 101,386

純資産の部

株主資本

資本金 5,295 5,365

資本剰余金 6,008 6,078

利益剰余金 25,979 28,855

自己株式 △0 △0

株主資本合計 37,283 40,299

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,012 541

繰延ヘッジ損益 △7 1

為替換算調整勘定 166 263

その他の包括利益累計額合計 1,172 806

非支配株主持分 21 65

純資産合計 38,477 41,170

負債純資産合計 138,821 142,557
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2022年８月１日
　至　2023年７月31日)

 当連結会計年度
(自　2023年８月１日
　至　2024年７月31日)

売上高 52,159 66,901

売上原価 39,322 52,703

売上総利益 12,837 14,198

販売費及び一般管理費 5,689 6,152

営業利益 7,147 8,045

営業外収益

受取利息 2 2

為替差益 13 17

受取保険金 67 1

持分法による投資利益 552 －

還付加算金 0 9

その他 19 5

営業外収益合計 656 36

営業外費用

支払利息 494 714

支払手数料 565 539

持分法による投資損失 － 7

その他 46 4

営業外費用合計 1,106 1,265

経常利益 6,697 6,816

特別利益

固定資産売却益 8 0

持分変動利益 1 －

特別利益合計 10 0

特別損失

固定資産除却損 18 8

投資有価証券評価損 28 －

関係会社株式評価損 － 5

減損損失 91 37

その他 3 0

特別損失合計 142 51

匿名組合損益分配前税金等調整前当期純利益 6,565 6,764

匿名組合損益分配額 6 0

税金等調整前当期純利益 6,558 6,764

法人税、住民税及び事業税 2,097 2,554

法人税等調整額 57 △173

法人税等合計 2,155 2,381

当期純利益 4,403 4,383

非支配株主に帰属する当期純利益 16 41

親会社株主に帰属する当期純利益 4,387 4,341

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2022年８月１日
　至　2023年７月31日)

 当連結会計年度
(自　2023年８月１日
　至　2024年７月31日)

当期純利益 4,403 4,383

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △385 △485

為替換算調整勘定 △23 69

持分法適用会社に対する持分相当額 134 50

その他の包括利益合計 △273 △365

包括利益 4,129 4,018

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 4,113 3,976

非支配株主に係る包括利益 16 42

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,217 7,177 22,311 △0 34,706

当期変動額

新株の発行 77 77 155

剰余金の配当 △719 △719

親会社株主に帰属
する当期純利益

4,387 4,387

自己株式の取得 △1,246 △1,246

自己株式の消却 △1,246 1,246 -

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 77 △1,168 3,668 △0 2,577

当期末残高 5,295 6,008 25,979 △0 37,283

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 1,400 △18 63 1,446 5 36,157

当期変動額

新株の発行 155

剰余金の配当 △719

親会社株主に帰属
する当期純利益

4,387

自己株式の取得 △1,246

自己株式の消却 -

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△387 10 102 △273 16 △257

当期変動額合計 △387 10 102 △273 16 2,319

当期末残高 1,012 △7 166 1,172 21 38,477

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2022年８月１日　至　2023年７月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,295 6,008 25,979 △0 37,283

当期変動額

新株の発行 69 69 139

剰余金の配当 △1,465 △1,465

親会社株主に帰属
する当期純利益

4,341 4,341

連結範囲の変動 △0 △0

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 69 69 2,875 - 3,015

当期末残高 5,365 6,078 28,855 △0 40,299

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 1,012 △7 166 1,172 21 38,477

当期変動額

新株の発行 139

剰余金の配当 △1,465

親会社株主に帰属
する当期純利益

4,341

連結範囲の変動 △0

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△471 8 97 △365 43 △321

当期変動額合計 △471 8 97 △365 43 2,693

当期末残高 541 1 263 806 65 41,170

当連結会計年度（自　2023年８月１日　至　2024年７月31日）

- 11 -

株式会社シーアールイー(3458) 2024年７月期 決算短信



（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2022年８月１日
　至　2023年７月31日)

 当連結会計年度
(自　2023年８月１日
　至　2024年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,558 6,764

減価償却費 369 359

減損損失 91 37

のれん償却額 212 212

持分法による投資損益（△は益） △552 7

貸倒引当金の増減額（△は減少） 89 105

賞与引当金の増減額（△は減少） △5 34

転貸損失引当金の増減額（△は減少） △30 △25

工事損失引当金の増減額（△は減少） △1 △2

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 3 1

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △53 35

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7 △17

受取利息及び受取配当金 △2 △2

支払利息 494 714

為替差損益（△は益） △46 △15

投資有価証券売却損益（△は益） 3 0

投資有価証券評価損益（△は益） 28 -

関係会社株式評価損 - 5

固定資産除却損 18 8

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △8 0

持分変動損益（△は益） △1 -

売上債権の増減額（△は増加） △441 301

棚卸資産の増減額（△は増加） △28,273 △986

仕入債務の増減額（△は減少） 791 △3,741

前渡金の増減額（△は増加） 4,780 △6,610

未収消費税等の増減額（△は増加） △1,968 2,072

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,786 276

預り金の増減額（△は減少） 1,011 246

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △448 △261

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 910 602

その他 607 893

小計 △17,642 1,017

利息及び配当金の受取額 0 12

利息の支払額 △486 △690

法人税等の支払額 △4,661 △1,315

営業活動によるキャッシュ・フロー △22,790 △977

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △2,176 △868

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入 160 339

有形固定資産の取得による支出 △609 △86

有形固定資産の売却による収入 31 0

無形固定資産の取得による支出 △187 △318

関係会社貸付けによる支出 △799 △1,772

その他 △27 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,609 △2,696

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2022年８月１日
　至　2023年７月31日)

 当連結会計年度
(自　2023年８月１日
　至　2024年７月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 860 330

短期借入金の返済による支出 △874 △390

長期借入れによる収入 37,281 31,236

長期借入金の返済による支出 △16,950 △31,940

社債の発行による収入 - 1,983

リース債務の返済による支出 △57 △62

非支配株主からの払込みによる収入 - 0

匿名組合出資者からの払込みによる収入 - 1

匿名組合出資金の分配による支出 △442 -

ストックオプションの行使による収入 7 2

自己株式の取得による支出 △1,246 -

配当金の支払額 △718 △1,464

財務活動によるキャッシュ・フロー 17,859 △301

現金及び現金同等物に係る換算差額 25 7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,514 △3,968

現金及び現金同等物の期首残高 36,788 28,274

現金及び現金同等物の期末残高 28,274 24,306
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。

　当社グループは、事業活動の特徴を考慮した経営管理上の区分によって、「不動産管理事業」、「物

流投資事業」、「アセットマネジメント事業」、「海外事業」の４つを報告セグメントとしておりま

す。

　「不動産管理事業」は主に物流施設を中心に事業系不動産のマスターリース、プロパティマネジメン

ト、リーシング等を行っております。「物流投資事業」は主に物流施設のプランニングから、用地の選

定・購入、開発、売却までを一貫して行っております。「アセットマネジメント事業」は、不動産ファ

ンドの組成・運用等を行っております。「海外事業」は、東南アジアでの不動産投資を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用されている会計

処理と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

連結財務

諸表計上額

（注３）
不動産管理

事業

物流投資

事業

アセットマ

ネジメント

事業

海外事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
23,322 25,129 1,531 36 50,019 2,139 52,159 - 52,159

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

412 7 20 - 439 9 449 △449 -

計 23,734 25,137 1,551 36 50,459 2,149 52,608 △449 52,159

営業利益又は損

失(△)
1,757 5,764 962 △100 8,384 △171 8,212 △1,064 7,147

持分法による投

資利益又は損失

(△)

- △48 - △0 △48 601 552 - 552

セグメント利益

又は損失(△)
1,757 5,716 962 △100 8,335 429 8,765 △1,064 7,700

セグメント資産 17,883 76,038 6,750 3,944 104,616 5,390 110,006 28,815 138,821

その他の項目

減価償却費 298 14 6 11 330 23 353 15 369

のれん償却額 212 - - - 212 - 212 - 212

減損損失 - - - - - 91 91 - 91

持分法適用会

社への投資額
- 73 - 2,155 2,229 3,092 5,321 - 5,321

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

531 - 2 2 536 162 698 94 792

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2022年８月１日　至　2023年７月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

　　　２．調整額は以下のとおりであります。

　　　　（１）セグメント利益の調整額△1,064百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,066百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費等であります。

　　　　（２）セグメント資産の調整額28,815百万円には、セグメント間取引消去△23百万円、報告セグメントに配分し

ていない全社資産28,838百万円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び

預金、本社機能に係る資産であります。

　　　　（３）減価償却費の調整額15百万円は、報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　　（４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額94百万円は、本社機能に係る設備投資額であります。

　　　３．セグメント利益又は損失(△)＝営業利益又は損失(△)＋持分法投資損益
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

連結財務

諸表計上額

（注３）
不動産管理

事業

物流投資

事業

アセットマ

ネジメント

事業

海外事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
23,106 39,723 1,644 42 64,517 2,384 66,901 - 66,901

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

565 6 27 - 600 0 600 △600 -

計 23,672 39,729 1,672 42 65,117 2,384 67,501 △600 66,901

営業利益又は損

失(△)
1,925 6,628 1,028 △120 9,461 △248 9,212 △1,167 8,045

持分法による投

資利益又は損失

(△)

- △17 - △253 △271 264 △7 - △7

セグメント利益

又は損失(△)
1,925 6,610 1,028 △374 9,190 15 9,205 △1,167 8,038

セグメント資産 17,127 84,289 5,952 6,530 113,899 5,370 119,269 23,287 142,557

その他の項目

減価償却費 287 11 6 7 313 29 342 16 359

のれん償却額 212 - - - 212 - 212 - 212

減損損失 - - - 37 37 - 37 - 37

持分法適用会

社への投資額
- 117 - 2,483 2,601 3,333 5,934 - 5,934

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

282 - 7 0 291 71 362 78 441

当連結会計年度（自　2023年８月１日　至　2024年７月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

　　　２．調整額は以下のとおりであります。

　　　　（１）セグメント利益の調整額△1,167百万円には、セグメント間取引消去28百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,195百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費等であります。

　　　　（２）セグメント資産の調整額23,287百万円には、セグメント間取引消去△25百万円、報告セグメントに配分し

ていない全社資産23,312百万円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金

及び預金、本社機能に係る資産であります。

　　　　（３）減価償却費の調整額16百万円は、報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　　（４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額78百万円は、本社機能に係る設備投資額であります。

　　　３．セグメント利益又は損失(△)＝営業利益又は損失(△)＋持分法投資損益
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４．報告セグメントの変更等に関する事項

　（報告セグメントの変更）

　　現在進行中の第２次中期経営計画の計画達成に向けて、フロービジネスを成長ドライバーとしたストッ

クビジネスの強化による着実な成長と新領域（海外事業と新規事業）の収益化に取り組んでまいります。

　　当連結会計年度より、ストックビジネスとフロービジネスを明確にするため、また、海外ビジネスの事

業の位置づけを明確にするため、組織体制の見直しを行いました。

　　それに伴い、報告セグメントを従来の「不動産管理事業」、「物流投資事業」及び「アセットマネジメ

ント事業」の３区分から「不動産管理事業」、「物流投資事業」、「アセットマネジメント事業」及び

「海外事業」の４区分に変更しております。

　　なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開

示しております。

　（報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更）

　　現在進行中の第２次中期経営計画の計画達成に向けて、フロービジネスを成長ドライバーとしたストッ

クビジネスの強化による着実な成長と新領域（海外事業と新規事業）の収益化に取り組んでまいります。

　　当連結会計年度より、ストックビジネスとフロービジネスを明確にするため、また、海外ビジネスの事

業の位置づけを明確にするため、組織体制の見直しを行い、上記の通り、報告セグメントを変更しており

ます。

　　そして、海外事業の事業活動をセグメント業績に反映させるべく、より適切な経営管理区分を行いまし

た。

　　それに伴い、当連結会計年度より、持分法適用関連会社の損益を考慮し、報告セグメントごとの利益又

は損失の算定方法を変更しております。変更後の報告セグメントごとの利益又は損失の算定方法は下記の

通りです。

　　セグメント利益又は損失(△)＝営業利益又は損失(△)＋持分法投資損益

　　なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の算定方法に基づき作成したものを開示しておりま

す。
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前連結会計年度
（自　2022年８月１日

至　2023年７月31日）

当連結会計年度
（自　2023年８月１日

至　2024年７月31日）

１株当たり純資産額 1,314.43円 1,400.70円

１株当たり当期純利益 149.41円 148.11円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 149.30円 －円

前連結会計年度
（自　2022年８月１日

至　2023年７月31日）

当連結会計年度
（自　2023年８月１日

至　2024年７月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 4,387 4,341

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（百万円）
4,387 4,341

期中平均株式数（株） 29,365,217 29,315,303

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 21,648 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式

の概要

――――――――― ―――――――――

前連結会計年度
（2023年７月31日）

当連結会計年度
（2024年７月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 38,477 41,170

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 21 65

（うち新株予約権（百万円）） （－） （－）

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 38,455 41,105

１株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数（株）
29,256,755 29,346,558

（１株当たり情報）

（注）１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

２．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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